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研究の要約 

 本研究は，幼児の協同性の向上を図るために，幼児の協同性を捉える

視点を整理し，育ちの過程を踏まえた援助について探っていくことを目

的としたものである。岡上(2014)は，幼児の協同性を育む指導を考える

上で，教師が協同性を捉える視点を明確にすることが不可欠であると述

べ，「協同性の枠組み」を作成している。 

そこで，幼児の協同性が育まれる過程を捉えるため，「協同性の枠組

み」を整理し，「『協同性の枠組み』確認シート｣，「幼児の協同性が育ま

れる過程と枠組み」を作成し，この活用によって幼児の協同性の向上を

図ることができたかについて実践を通して分析，考察を行った。 

その結果，「『協同性の枠組み』確認シート｣，「幼児の協同性が育まれ

る過程と枠組み」を活用すると，教師の幼児を捉える視点が定まり，幼

児の育ちの過程を総合的に捉えることができた。このことにより，教師

は幼児の育ちの過程を踏まえた援助ができ，幼児の協同性の向上を図る

ことができた。 
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Ⅰ 問題の所在 

 

近年，少子化や都市化等の進行により，子ど

もを取り巻く環境において，同年齢や地域の集

団が形成されにくい現状がある。このことから，

「幼稚園教育要領」の改訂では，幼児期から

様々な集団との多様なかかわりの中で協同性

を育むことが教育課題の一つとされている。 

また，「幼児期の教育と小学校教育の円滑な

接続の在り方について（報告）」では，幼児期

と児童期が共通して抱える課題として，「他者

とのかかわりが苦手である、自制心や耐性、規

範意識が十分に育っていない」１）ことが指摘さ

れ，解決のための取組を進めるに当たって，各

幼稚園において，幼児の協同性の育ち等の状況

を踏まえてねらいをもって指導に取り組むこ

とを，人とのかかわりにおける指導の留意点と

して示している。 

同じく「幼児期の教育と小学校教育の円滑な

接続の在り方について（報告）」では，各幼稚

園においては，「幼児の発達等の状況を踏まえ

て、幼児期の終わりまでに育ってほしい幼児の

具体的な姿をイメージしつつ、豊かな教育活動

が展開されるよう工夫してほしい。」２）と示し，

幼児期の姿をイメージした上で，取組を進めて

いくことを求めている。 

このような現状から，「幼児教育に関する調

査研究拠点の整備に向けて（報告書）」では，

幼児教育を通じて幼児が身に付けた力につい

て，「一律に数値化して評価することはなじま

ないが、一方で、幼児教育の成果を測るために

一定の数値指標を活用することは重要な課題

である」３）と述べ，幼児がどのような力を身に

付けたのかを測るための適切な手法を検討す

ることが必要であるとしている。 

所属園においては，友達と一緒にいるが自ら

の働きかけがあまりない，他者の提案に受身的

である，遊びを転々としているなど，友達に思

ったことを伝えてかかわることや，友達とイメ

ージや目的を共有して遊びを進めることが苦

手な幼児が増えている。 

これらの状況を踏まえて，自身は，これまで

も幼児に協同性が育まれるような保育の展開

を心掛けてきた。しかし，自身の援助は，幼児

が友達と共通の目的をもつことができるよう

な状況づくりに留まり，個々の育ちの状況を踏

まえた援助により協同性を育んでいく視点は

不足していた。 

また，他の教師との保育実践の振り返りにお

ける幼児の分析場面では，教師によって幼児の

捉えに違いがあることで，育ちの状況を共有す

る難しさが生じている。そのために，幼児に適

した援助の改善に十分に反映できていないと

考えられる。 

以上のことから，幼児の協同性の育ちの状況

を踏まえるための指標が必要だと感じている。 

そこで，本研究では，幼児の協同性を育むた

めに，｢幼児の協同性が育まれる過程と枠組み｣

を作成・活用して，教師の援助の工夫について

研究することとした。 

  

Ⅱ 研究の目的 

 

幼児の協同性について「幼児の協同性が育ま

れる過程と枠組み」を作成・活用し，幼児の協

同性の育ちの過程を踏まえた援助を行うこと

で協同性の向上を図ることを目的とする。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 研究仮説の設定及び検証の視点と方法 

３ 検証保育の計画と実施 

４ 保育実践の分析と考察 
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　協同性の枠組み 項目
一人で遊んでいて周囲の幼児に関心を示さない
周囲の幼児の様子をぼんやりと眺める
周囲の幼児の様子を注視する
周囲の幼児と同じことをする
周囲の幼児に触れる
周囲の幼児に向けて言葉を発する
相手のいいなりになる
相手と対立すると，その場から離れる
相手と対立すると，とりあえず謝る
相手を無視したり，自分を強く主張したりする
勝手に遊びに加わったり，抜けたりする
相手に強制して何かやらせる
事実を伝えようとする
自分の思いを伝えようとする
相手の話を聞こうとする
交換条件や妥協案を出して課題を解決する
相手と一緒に力を合わせて課題を達成する
他の幼児と仲良くしようとする
他の幼児に勝とうとする
他の幼児に認められようとする
他の幼児のよさを認めようとする
ポジティブな気持ち（楽しい，嬉しい等）を共有する
ネガティブな気持ち（嫌だ，不快等）を共有する
気持ちの揺れ（迷い等）を共有する
友達の気持ちを理解する
友達を助けようとする
友達を信頼する
友達に感謝する
自分なりの遊びのイメージをもつ
自分なりの遊びの目的や課題をもつ
自分なりの遊びの楽しみ方がある
遊びのイメージを友達と共有する
遊びの目的や課題を友達と共有する
遊びのルールを友達と共有する
遊びの中で友達と役割を分担する
もっとおもしろくなるよう工夫する
問題点に気付いて修正しようとする
課題達成に向けて繰り返し取り組む
幼児の気持ちを受け止める
共感的に理解する
教師の素直な気持ちや感覚を表現する
環境を構成する，教材を提示する
活動の手助けをする
危機的状況に介入する
遊びや活動等がよりよくなるように提案する
確認する
情報提供をする
承認・ほめる
正誤を伝える
注意する
見守る

発展性

情緒的支援

道具的支援

情報的支援

評価的支援

教
師
の
援
助

共有性

他者への注意・関心

接近行動

同調・回避行動

一方的・対立的行動

対話的行動

か
か
わ
り
行
動

対
人
意
識

課
題
意
識
と
力
量

協調的行動

他者への欲求・評価

気持ちの共有

援助性

個別性

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

⑴ 協同性と協同性が育まれることについて 

 幼児の協同性について，国立教育政策研究所

『幼児期から児童期への教育』４）では，「一緒

にいることで，一人では得られない何かに集中

していく気分を感じたり，他の幼児と対立した

り折り合ったりしながら自分も他者も生き生

きするような関係性」と示している。 

『幼稚園教育要領解説』では，領域「人間関

係」の内容において，「友達と楽しく活動する

中で，共通の目的を見いだし，工夫したり，協

力したりなどする。」そして，「このような経験

を重ねる中で，仲の良い友達だけではなくいろ

いろな友達と一緒に，さらには，学級全体で協

同して遊ぶことができるようになっていく」５）

としている。その際の教師の援助で大切なこと

は「一人一人の幼児が十分に自己発揮しながら，

他の幼児と多様なかかわりがもてるように」６）

とある。さらに，幼児が自らの発達に必要な経

験を積み重ねるためには，教師は，幼児一人一

人の発達や内面の動きなどを的確に把握して，

それぞれの幼児の興味や欲求を十分満足させ

るようにと述べられている。 

岡上(2014)は，「協同性というと友達とかか

わる姿だけをとらえがちであるが、周囲の幼児

の存在に気付くことや友達の姿に興味をもっ

て見ることが、かかわりのきっかけとなると考

えると、かかわる前の幼児の心の有り様や動き

の兆しも『かかわり行動』ととらえ着目する必

要がある」７）と述べ，幼児がどのように周囲に

目を向け，心を動かし，協同して遊ぶ姿につな

がっていくのかについて明らかにしている。そ

して，幼児の協同性を育む指導を考える上で，

教師が協同性を捉える視点を明確にすること

が不可欠とし，かかわる前の幼児の心の有り様

や動きに着目して，幼児の協同性を捉える四つ

の視点を図１のように挙げている。 

さらに，幼児の心の動きや他者とかかわる姿

との関連について測定し分析，考察するために，

四つの視点について発達の段階を捉え，領域を

設定し，その具体的な姿を項目として「協同性

の枠組み」を表１のように設定している。 

 

 

図１ 幼児の協同性を捉える四つの視点 

  

表１ 協同性の枠組み 

① 表情や視線を含めた幼児の「かかわり行動」 

② 他者に対してどのように親しみや気後れを感じているかなど

の「対人意識」 

③ 課題意識やそれを実現するために必要な力量を幼児がもって

いるか否かという「課題意識と力量」 

④ 幼児たちの対人意識，課題意識と力量を見極め，一人一人の

発達に即したかかわり行動を支える「教師の援助」 
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内   容 番号 項目（岡上2014年） 幼児の具体的な姿 　 月　　日

① 一人で遊んでいて周囲の幼児に関心を示さない 自分なりの遊びを楽しみ他者に気付かない

② 周囲の幼児の様子をぼんやりと眺める なんとなく他者を見て過ごす，不特定の他者を見る

③ 周囲の幼児の様子を注視する 他者をじっと見て過ごす，特定の他者を見る，見ていることで参加したつもりになる

① 周囲の幼児と同じことをする 一緒にいることやつながる喜びを感じる，関心を寄せる，同じ場を共有しようとする

② 周囲の幼児に触れる 体の動きや視線などで相手のサインを感じる

③ 周囲の幼児に向けて言葉を発する 自分を表現する，発揮する

① 相手のいいなりになる 思いを主張せず相手に合わせる，自分の本意とは違う思いで合わせる

② 相手と対立すると，その場から離れる 自分と違う思いに向き合うことができず，避ける

③ 相手と対立すると，とりあえず謝る 対立や衝突を避ける

① 相手を無視したり，自分を強く主張したりする 思いを通そうとする，一方的な行動をとる

② 勝手に遊びに加わったり，抜けたりする こうしたいという思いがなく動く，夢中になっていない，思い通りにならないとやめる

③ 相手に強制して何かやらせる 相手に自分の欲求を無理強いする

① 事実を伝えようとする 見たことや聞いたことを伝える

② 自分の思いを伝えようとする 自分の思いや考えを表す

③ 相手の話を聞こうとする 相手の思っていることに気づく

① 交換条件や妥協案を出して課題を解決する 関係を維持する為に解決策を探る，自分の要求と他者の要求に折り合いをつける

② 相手と一緒に力を合わせて課題を達成する 他者とより遊びが面白くなるように工夫する

① 他の幼児と仲良くしようとする 一緒に遊ぶ楽しさを感じる

② 他の幼児に勝とうとする 優越感を味わおうとする

③ 他の幼児に認められようとする 自分の行為・言動・存在を受け止めてもらおうとする，自己への気づき，

④ 他の幼児のよさを認めようとする 相手のよさに目を向ける，気づく

① ポジティブな気持ち（楽しい，嬉しい等）を共有する 嬉しい，楽しい，面白い，興味深い等プラスの感情を共有する

② ネガティブな気持ち（嫌だ，不快等）を共有する 面白くない，悲しい，不安だ，腹立だしい等マイナスの感情を共有する

③ 気持ちの揺れ（迷い等）を共有する 自分とは異なる他者の気持ちを理解する，気持ちを調整しようとする

① 友達の気持ちを理解する 相手の感情に気づき，受け止める

② 友達を助けようとする 思いやりを示す，対応のアイディアを出す，支える等相手を受け入れる態度や姿勢

③ 友達を信頼する 相手が自分の欲求を満たし，プラスを与えてくれる存在となる

④ 友達に感謝する 自分の気持ちとは異なる他者の気持ちを理解して行動する

① 自分なりの遊びのイメージをもつ 自分の思いや関心をもっている世界を楽しもうとする

② 自分なりの遊びの目的や課題をもつ めあてをもったり，思いが実現するように工夫したりする

③ 自分なりの遊びの楽しみ方がある 楽しみながら遊びを展開できる

① 遊びのイメージを友達と共有する 自分の世界を相手と共有しようとする，互いのイメージが分かる

② 遊びの目的や課題を友達と共有する 共通の願いや目的を共有し，実現しようとする

③ 遊びのルールを友達と共有する ルールやきまりの必要性を感じ守ることのよさを感じる，新たなルールを考え合う

① 遊びの中で友達と役割を分担する 自分も相手も生き生きとする関係性を築く

② もっとおもしろくなるよう工夫する 思いが実現するように遊びを持続し，発展させる，アイディアを出す

③ 問題点に気付いて修正しようとする 課題を乗り越えようとする，試行錯誤する

④ 課題達成に向けて繰り返し取り組む 物事をやり遂げようとする，目標を目指す

① 幼児の気持ちを受け止める 安心，納得，気持ちを整理できるように寄り添う

② 共感的に理解する 気持ちを探り，思いを受け入れる，共に思いを振り返る

③ 教師の素直な気持ちや感覚を表現する 教師の視点から見たこと，感じたことを伝える

① 環境を構成する，教材を提示する 他者との交流が生まれる環境の構成，活動を実現・発展させるための材料や道具の提示

② 活動の手助けをする こだわりを深めていけるように，発展できるように手助けをする

③ 危機的状況に介入する 互いの言い分の話し合いを促す，衝動的な感情を沈める

① 遊びや活動等がよりよくなるように提案する 気に入ったイメージを用いて示す，様々な手立てがあることを示す，挑戦的な課題を示す

② 確認する 意図や目的，手段を確認する

③ 情報を提供をする 子どもの構想を広げ，活動をつなげる示唆をする

① 承認・ほめる 優れているところ知らせる，発展できるように励ます，できたことを価値付ける，認める

② 正誤を伝える よいことと悪いことに気付くようにする

③ 注意する 人としてしてはいけないことを明確に示す

① 見守る 幼児が必要とするときに応じる教師の表情やまなざし，寄り添う

評価的支援

発展性

情緒的支援

道具的支援

情報的支援

か
か
わ
り
行
動

対
人
意
識

課
題
意
識
と
力
量

教
師
の
援
助

協調的行動

他者への欲求・評価

気持ちの共有

援助性

他者への注意・関心

接近行動

同調・回避行動

一方的・対立的行動

対話的行動

個別性

共有性

これらのことから本研究において「幼児の協

同性が育まれる」とは，「幼児が育ちの過程に

応じて，友達と楽しく活動する中で，共通の目

的を見いだし，工夫したり，協力したりするよ

うな経験を重ね，仲の良い友達だけでなくいろ

いろな友達と一緒に協同して遊ぶことができ

るようになっていくこと」と定義する。 

そして，本研究では，岡上氏の「協同性の枠

組み」（２頁表１）を基に，より活用しやすく

するために，文献研究によって幼児の具体的な

姿を加え，「『協同性の枠組み』確認シート」を

表２のように整理した。これを用いて幼児の協

同性の育ちの過程を捉えることとする。 

⑵ ｢幼児の協同性が育まれる過程と枠組み｣

について 

 岡上(2014)は，調査研究の結果から，協同し

て遊ぶ姿につながると思われる姿やかかわり

の兆しが表れるまでを「協同性の芽生え」，協

同性が芽生えてからの変容を「協同性の維持の

初期」，「協同性の維持の発展期」と三つの段階

で示している。  

 そして，協同性を捉える四つの視点ごとにあ

る各項目の段階については次のように述べて

いる。「かかわり行動」については，「他者への

注意・関心」「接近行動」は該当の幼児のみの

行動で，相手の心情などを考慮しておらず，「協

同性の芽生え」の段階としている。「同調・回

避行動」「一方的・対立的行動」は周囲の人と

何らかのかかわりが発生するが，他者との関係

性の偏りあるいは，コミュニケーションに不調

和が生じている状態で「協同性の維持の初期」，

「対話的行動」「協調的行動」は，自己主張と

自己抑制の調整と，周囲の人と調和の取れた相

互作用が可能となる安定した「協同性の維持の

発展期」と捉えている。 

 「対人意識」「課題意識と力量」については，

質問紙調査の結果から，各項目間の相関を示し，

かかわり行動を促す要因として考えている。そ

して，協同性は，「対人意識」の支えのもと，「課

題意識と力量」の様相が，芽生えと維持の違い

を特徴付けると推察している。 

表２ 「協同性の枠組み」確認シート 
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表３ 幼児の協同性が育まれる過程と枠組み 

幼児の協同性が育まれる過程と枠組み 

 

 

 

 

 

 

 

芽生え

３歳児～４歳児前半頃

維持（初期）

４歳児～５歳児前半頃

維持（発展期）

５歳児後半頃

a a a

① 一人で遊んでいて周囲の幼児に関心を示さない ① 相手のいいなりになる ① 事実を伝えようとする

② 周囲の幼児の様子をぼんやりと眺める ② 相手と対立すると，その場から離れる ② 自分の思いを伝えようとする

③ 周囲の幼児の様子を注視する ③ 相手と対立すると，とりあえず謝る ③ 相手の話を聞こうとする

① 周囲の幼児と同じことをする ① 相手を無視したり，自分を強く主張したりする ① 交換条件や妥協案を出して課題を解決する

② 周囲の幼児に触れる ② 勝手に遊びに加わったり，抜けたりする ② 相手と一緒に力を合わせて課題を達成する

③ 周囲の幼児に向けて言葉を発する ③ 相手に強制して何かやらせる

① 他の幼児と仲良くしようとする ① ポジティブな気持ち（楽しい，嬉しい等）を共有する ① 友達の気持ちを理解する

② 他の幼児に勝とうとする ② ネガティブな気持ち（嫌だ，不快等）を共有する ② 友達を助けようとする

③ 他の幼児に認められようとする ③ 気持ちの揺れ（迷い等）を共有する ③ 友達を信頼する

④ 他の幼児のよさを認めようとする ④ 友達に感謝する

① 自分なりの遊びのイメージをもつ ① 遊びのイメージを友達と共有する ① 遊びの中で友達と役割を分担する

② 自分なりの遊びの目的や課題をもつ ② 遊びの目的や課題を友達と共有する ② もっとおもしろくなるよう工夫する

③ 自分なりの遊びの楽しみ方がある ③ 遊びのルールを友達と共有する ③ 問題点に気付いて修正しようとする

④ 課題達成に向けて繰り返し取り組む

① 幼児の気持ちを受け止める ① 幼児の気持ちを受け止める ① 幼児の気持ちを受け止める

② 共感的に理解する ② 共感的に理解する ② 共感的に理解する

③ 教師の素直な気持ちや感覚を表現する ③ 教師の素直な気持ちや感覚を表現する ③ 教師の素直な気持ちや感覚を表現する

① 環境を構成する，教材を提示する ① 環境を構成する，教材を提示する ① 環境を構成する，教材を提示する

② 活動の手助けをする ② 活動の手助けをする ② 活動の手助けをする

③ 危機的状況に介入する ③ 危機的状況に介入する ③ 危機的状況に介入する

① 承認・ほめる ① 承認・ほめる ① 承認・ほめる

② 正誤を伝える ② 正誤を伝える ② 正誤を伝える

③ 注意する ③ 注意する ③ 注意する

① 遊びや活動等がよりよくなるように提案する ① 遊びや活動等がよりよくなるように提案する ① 遊びや活動等がよりよくなるように提案する

② 確認する ② 確認する ② 確認する

③ 情報を提供をする ③ 情報を提供をする ③ 情報を提供をする

① 見守る ① 見守る ① 見守る

教

師

の

援

助

情報的支援

評価的支援

情報的支援

評価的支援

対

人

意

識

課

題

意

識

と

力

量

共有性

対

人

意

識

教

師

の

援

助

情報的支援

項目

協調的行動

対話的行動

情緒的支援

道具的支援

気持ちの共有

情緒的支援

道具的支援

か

か

わ

り

行

動

教

師

の

援

助

課

題

意

識

と

力

 

 

 

量

援助性

評価的支援

発展性

項目 項目

対

人

意

識

課

題

意

識

と

力

量

か

か

わ

り

行

動

他者への注意・関心

接近行動

同調・回避行動

一方的・対立的行動

か

か

わ

り

行

動

他者への欲求・評価

個別性

情緒的支援

道具的支援

 

教師の援助については，「協同性の芽生え」

の時期には，教師から安心できる援助を受ける

ことで，かかわり行動が引き出され，協同性が 

育つことにつながる。「協同性の維持」の時期

には，「援助性」や「発展性」を引き出す，「提 

案」「確認」「提供」が重要であり，どのように

対人意識を高めるか，課題意識と力量を高める

かによって，より質の高いかかわり行動が引き

出されるかが決まる。そして，このように幼児

の育ちの過程に応じて幼児を支える適切な教

師の援助により，幼児の協同性が維持され育ま

れると述べている。 

これらのことから，協同性の過程を踏まえる

ために，岡上氏の「協同性の枠組み」（２頁表

１）を段階ごとに分け，整理し，「幼児の協同

性が育まれる過程と枠組み」を表３のように作

成した。 

以上の内容を用いて，幼児の協同性の向上を

図るために，幼児の育ちの過程を捉え，育ちに

応じた援助を行うこととする。 

 

２ 研究仮説の設定及び検証の視点と方法 

 

⑴ 研究仮説 

「幼児の協同性が育まれる過程と枠組み」

（表３）を用いて，個々の幼児の協同性の育ち

の過程を捉えることができれば，幼児に応じた

適切な援助ができ，幼児の協同性の向上を図る

ことができるであろう。 

⑵ 検証の視点とその方法 

 検証の視点と方法については表４に示す。 

 
表４ 検証の視点と方法 

 検証の視点 検証の方法 

１ 

「『協同性の枠組み』確認シート」，
「幼児の協同性が育まれる過程と
枠組み」は抽出児の協同性の育ちの

過程を捉えるために有効だったか。 

「『協同性の枠組み』
確認シート」，「幼児

の協同性が育まれる
過程と枠組み」の活
用の分析 

２ 

「『協同性の枠組み』確認シート」，
「幼児の協同性が育まれる過程と

枠組み」を用いると，育ちの過程を
踏まえた援助により，抽出児の協同
性の向上を図ることができたか。 

抽出児の言動（ビデ

オ記録）による変容

の分析 
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３ 検証保育の計画と実施 

 

⑴ 対象  

幼稚園５歳児 抽出児Ａ児 

⑵ 期間 

平成 28年 ９月８日～９月 20日 

平成 28年 12月６日～12月 14日 

⑶ 目的 

「『協同性の枠組み』確認シート」（３頁表２），

「幼児の協同性が育まれる過程と枠組み」（４

頁表３）を基に，幼児の育ちの過程を踏まえた

援助の工夫を行い，その有効性を探る。 

⑷ 指導方法の工夫  

ア 抽出児の分析と考察方法 

（ア） 「『協同性の枠組み』確認シート」（３頁表

２）を用いて，５歳児 26名の実態把握をする。 

（イ） 協同性の育ちの過程に課題があるＡ児を抽

出児とする（表５）。 

 

表５ 「協同性の枠組み」確認シート 
  抽出児Ａ児（三宅作成分） 

（ウ） 抽出児Ａ児の実態と，協同性の向上を図る

ための教師の援助の視点を次のように捉える。 
 

抽出児Ａ児の実態 

同調・回避行動②相手と対立すると，その場から離れる 

相手に強く言われると自分の主張をできないままでい

ることがある。また，思うようにならないことがあると，

遊びをやめて，その場から離れることがある。 

他者への欲求・評価①他の幼児と仲良くしようとする 

相手の言動は注意深く観察しているが，言葉少なく，意

思表示がはっきりしないために，相手との意思疎通が十分

でないことがある。 

他者への欲求・評価③他の幼児に認められようとする 

竹馬や一輪車に取り組むようになる。自信がない様子を

見せるが，寄り添う教師や友達が心の支えとなり練習しよ

うとする。 

気持ちの共有①ポジティブな気持ちを共有する 

友達が困っていると，側によって心配したり，助けよう

としたりするなど，相手の感情に気付き，受け止めようと

している。 

共有性①遊びのイメージを友達と共有する 

関心のある友達の側で同じことをしたり，同じ物を持っ

たりして一緒に遊ぼうとするが，遊びのイメージを十分に

共有できない。 

抽出児Ａ児の援助の視点 

情緒的支援①幼児の気持ちを受け止める 

道具的支援②活動の手助けをする 

情報的支援①遊びや活動等がよりよくなるように提案する 

 

（エ） 検証保育において，抽出児に応じた援助を

行う。 

（オ） 検証保育後のカンファレンスにおいて，幼

児の言動（ビデオ記録）を基に，「『協同性の

枠組み』確認シート｣（３頁表２）を用いて，

抽出児の姿と教師の援助を振り返る。そして，

他の教師と，抽出児の姿や教師の援助につい

て分析・考察を行い，教師の援助の方向性を

探る。 

（カ） （ウ）（エ）（オ）を９月と 12 月に実施し，「幼児の

協同性が育まれる過程と枠組み」（４頁表３）

を用いて抽出児の育ちの過程や変容を捉える。 

① 一人で遊んでいて周囲の幼児に関心を示さない

② 周囲の幼児の様子をぼんやりと眺める

③ 周囲の幼児の様子を注視する

① 周囲の幼児と同じことをする ●

② 周囲の幼児に触れる ●

③ 周囲の幼児に向けて言葉を発する ●

① 相手のいいなりになる

② 相手と対立すると，その場から離れる ●

③ 相手と対立すると，とりあえず謝る

① 相手を無視したり，自分を強く主張したりする

② 勝手に遊びに加わったり，抜けたりする ●

③ 相手に強制して何かやらせる

① 事実を伝えようとする

② 自分の思いを伝えようとする ●

③ 相手の話を聞こうとする ●

① 交換条件や妥協案を出して課題を解決する

② 相手と一緒に力を合わせて課題を達成する

① 他の幼児と仲良くしようとする ●

② 他の幼児に勝とうとする

③ 他の幼児に認められようとする ●

④ 他の幼児のよさを認めようとする

① ポジティブな気持ち（楽しい，嬉しい等）を共有する ●

② ネガティブな気持ち（嫌だ，不快等）を共有する

③ 気持ちの揺れ（迷い等）を共有する

① 友達の気持ちを理解する

② 友達を助けようとする ●

③ 友達を信頼する

④ 友達に感謝する

① 自分なりの遊びのイメージをもつ ●

② 自分なりの遊びの目的や課題をもつ ●

③ 自分なりの遊びの楽しみ方がある ●

① 遊びのイメージを友達と共有する ●

② 遊びの目的や課題を友達と共有する

③ 遊びのルールを友達と共有する

① 遊びの中で友達と役割を分担する

② もっとおもしろくなるよう工夫する

③ 問題点に気付いて修正しようとする

④ 課題達成に向けて繰り返し取り組む

協調的行動

事前　協同性の枠組み

課
題
意
識
と
力
量

個別性

発展性

共有性

他者への欲求・評価

気持ちの共有

か
か
わ
り
行
動

対
人
意
識

他者への注意・関心

接近行動

同調・回避行動

一方的・対立的行動

援助性

対話的行動
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表６ 「協同性の枠組み」確認シート 

  抽出児Ａ児の９月５日間の判断結果（三宅作成分） 

表７ 「協同性の枠組み」確認シート 

抽出児Ａ児の事前と保育後の判断結果の比較（三宅作成分） 

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

① 一人で遊んでいて周囲の幼児に関心を示さない

② 周囲の幼児の様子をぼんやりと眺める

③ 周囲の幼児の様子を注視する

① 周囲の幼児と同じことをする ● ●

② 周囲の幼児に触れる ● ●

③ 周囲の幼児に向けて言葉を発する ●

① 相手のいいなりになる

② 相手と対立すると，その場から離れる ●

③ 相手と対立すると，とりあえず謝る

① 相手を無視したり，自分を強く主張したりする

② 勝手に遊びに加わったり，抜けたりする ● ●

③ 相手に強制して何かやらせる

① 事実を伝えようとする

② 自分の思いを伝えようとする ● ● ●

③ 相手の話を聞こうとする ● ●

① 交換条件や妥協案を出して課題を解決する

② 相手と一緒に力を合わせて課題を達成する

① 他の幼児と仲良くしようとする ● ● ● ●

② 他の幼児に勝とうとする ●

③ 他の幼児に認められようとする ● ● ● ● ●

④ 他の幼児のよさを認めようとする

① ポジティブな気持ち（楽しい，嬉しい等）を共有する ● ● ● ● ●

② ネガティブな気持ち（嫌だ，不快等）を共有する

③ 気持ちの揺れ（迷い等）を共有する

① 友達の気持ちを理解する

② 友達を助けようとする ●

③ 友達を信頼する

④ 友達に感謝する

① 自分なりの遊びのイメージをもつ ● ● ●

② 自分なりの遊びの目的や課題をもつ ● ● ● ●

③ 自分なりの遊びの楽しみ方がある ● ● ● ● ● ●

① 遊びのイメージを友達と共有する ● ● ●

② 遊びの目的や課題を友達と共有する ●

③ 遊びのルールを友達と共有する

① 遊びの中で友達と役割を分担する

② もっとおもしろくなるよう工夫する

③ 問題点に気付いて修正しようとする

④ 課題達成に向けて繰り返し取り組む

対
人
意
識

他者への注意・関心

接近行動

同調・回避行動

一方的・対立的行動

援助性

対話的行動

９月

協調的行動

事前　協同性の枠組み

課
題
意
識
と
力
量

個別性

発展性

共有性

他者への欲求・評価

気持ちの共有

か
か
わ
り
行
動

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目

① 一人で遊んでいて周囲の幼児に関心を示さない

② 周囲の幼児の様子をぼんやりと眺める

③ 周囲の幼児の様子を注視する

① 周囲の幼児と同じことをする ●

② 周囲の幼児に触れる ●

③ 周囲の幼児に向けて言葉を発する

① 相手のいいなりになる

② 相手と対立すると，その場から離れる

③ 相手と対立すると，とりあえず謝る

① 相手を無視したり，自分を強く主張したりする

② 勝手に遊びに加わったり，抜けたりする ●

③ 相手に強制して何かやらせる

① 事実を伝えようとする

② 自分の思いを伝えようとする ● ●

③ 相手の話を聞こうとする ●

① 交換条件や妥協案を出して課題を解決する

② 相手と一緒に力を合わせて課題を達成する

① 他の幼児と仲良くしようとする ● ● ●

② 他の幼児に勝とうとする ●

③ 他の幼児に認められようとする ● ● ● ●

④ 他の幼児のよさを認めようとする

① ポジティブな気持ち（楽しい，嬉しい等）を共有する ● ● ● ●

② ネガティブな気持ち（嫌だ，不快等）を共有する

③ 気持ちの揺れ（迷い等）を共有する

① 友達の気持ちを理解する

② 友達を助けようとする

③ 友達を信頼する

④ 友達に感謝する

① 自分なりの遊びのイメージをもつ ● ●

② 自分なりの遊びの目的や課題をもつ ● ● ●

③ 自分なりの遊びの楽しみ方がある ● ● ● ● ●

① 遊びのイメージを友達と共有する ● ●

② 遊びの目的や課題を友達と共有する ●

③ 遊びのルールを友達と共有する

① 遊びの中で友達と役割を分担する

② もっとおもしろくなるよう工夫する

③ 問題点に気付いて修正しようとする

④ 課題達成に向けて繰り返し取り組む

一方的・対立的行動

援助性

対話的行動

９月

協調的行動

　協同性の枠組み

課
題
意
識
と
力
量

個別性

発展性

共有性

他者への欲求・評価

気持ちの共有

か
か
わ
り
行
動

対
人
意
識

他者への注意・関心

接近行動

同調・回避行動

実際の姿を通すと判断が違う 

４ 保育実践の分析と考察  

 

⑴ 「『協同性の枠組み』確認シート」，「幼児

の協同性が育まれる過程と枠組み」は抽出児

の協同性の育ちの過程を捉えるために有効

だったか。 

ア 自身が判断した項目の分析 

検証保育では，「『協同性の枠組み』確認シー

ト」（３頁表２）を用いて，検証保育で捉えた

抽出児Ａ児の姿について判断した。表６で示す

ように，実際の姿を通して判断していくと，幼

児の協同性の育ちの過程を総合的に捉えるこ

とができた。 

次に，事前に実態把握で判断していた項目と，

保育後に実際の姿を通して判断した項目につ

いて比較した。表７の太枠で示す同調・回避行

動，援助性のように，前後で判断が違っている

部分があった。 

これは，実態把握の段階では，抽出児Ａ児は，

相手と対立するとその場から離れてしまう同

調・回避行動が課題であり，友達のことに気付

き，助けようとするところを援助性と捉えてい

たためである。しかし，実際の場面では，友達

と仲良くしたいが，かかわり方が分からない他

者への欲求・評価や，自身の欲求を満たしたい

個別性が見られることが明らかになり，協同性

の育ちの過程を捉え直すことができた。 

検証保育後には，７頁表８で示すように，

「『協同性の枠組み』確認シート」（３頁表２）

で判断した項目を抽出児Ａ児の行った遊びご

とに整理した。抽出児Ａ児の協同性の枠組みの

表れ方は，遊びの種類や場面によって異なって

いた。 
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ま
ま
ご
と
1

ま
ま
ご
と
2

ま
ま
ご
と
3

ま
ま
ご
と
4

ポ

ケ

モ

ン

ご

っ
こ

１

ポ

ケ

モ

ン

ご

っ
こ

２

十
字
鬼
１

十
字
鬼
２

助
け
鬼

フ
ー

プ

① 一人で遊んでいて周囲の幼児に関心を示さない

② 周囲の幼児の様子をぼんやりと眺める

③ 周囲の幼児の様子を注視する ●

① 周囲の幼児と同じことをする ● ● ● ●

② 周囲の幼児に触れる ● ● ●

③ 周囲の幼児に向けて言葉を発する ● ● ● ●

① 相手のいいなりになる

② 相手と対立すると，その場から離れる

③ 相手と対立すると，とりあえず謝る ●

① 相手を無視したり，自分を強く主張したりする

② 勝手に遊びに加わったり，抜けたりする ● ●

③ 相手に強制して何かやらせる ●

① 事実を伝えようとする ● ●

② 自分の思いを伝えようとする ● ● ● ● ● ●

③ 相手の話を聞こうとする ● ● ● ●

① 交換条件や妥協案を出して課題を解決する ●

② 相手と一緒に力を合わせて課題を達成する ●

① 他の幼児と仲良くしようとする ● ● ● ● ● ● ● ●

② 他の幼児に勝とうとする ● ● ●

③ 他の幼児に認められようとする ● ● ● ● ●

④ 他の幼児のよさを認めようとする ● ●

① ポジティブな気持ち（楽しい，嬉しい等）を共有する ● ● ● ● ● ● ● ●

② ネガティブな気持ち（嫌だ，不快等）を共有する ●

③ 気持ちの揺れ（迷い等）を共有する

① 友達の気持ちを理解する ● ●

② 友達を助けようとする ●

③ 友達を信頼する ●

④ 友達に感謝する

① 自分なりの遊びのイメージをもつ ● ● ● ● ● ● ●

② 自分なりの遊びの目的や課題をもつ ● ● ● ● ● ● ●

③ 自分なりの遊びの楽しみ方がある ● ● ● ● ● ● ● ● ●

① 遊びのイメージを友達と共有する ● ● ● ● ● ● ●

② 遊びの目的や課題を友達と共有する ● ● ● ● ●

③ 遊びのルールを友達と共有する ● ●

① 遊びの中で友達と役割を分担する ●

② もっとおもしろくなるよう工夫する ● ●

③ 問題点に気付いて修正しようとする

④ 課題達成に向けて繰り返し取り組む

対話的行動

協調的行動

協同性の枠組み

か
か
わ
り
行
動

他者への注意・関心

接近行動

同調・回避行動

一方的・対立的行動

課
題
意
識
と
力
量

個別性

発展性

共有性

他者への欲求・評価

気持ちの共有

対
人
意
識

援助性

「十字鬼２」では，「十字鬼１」よりも対話

的行動，援助性が多く判断できた。これは，抽

出児Ａ児が気に入り，繰り返し遊んでいたこと

から，動きや遊びの展開の予想ができるように

なり，自信をもってかかわっていたからだと考

えた。「ままごと４」は，「ままごと１～３」よ

りも対話的行動，援助性，発展性が増えた。こ

れは，友達とじっくりとかかわる中で自分の思

いを伝えることができ，これらの項目を引き出

すことにつながったと考えた。 

【考察】 

・ 教師が幼児の姿を捉える際には，気にな

る点に偏りがちだが，「『協同性の枠組み』

確認シート」（３頁表２）を用いて視点を

定めると，教師は，幼児の育っている点と

そうではない点が分かり，協同性の育ちの

過程を総合的に捉えることができた。 

・ 事前と保育の後の判断を比較すると，見

落としていた視点に気付くことができ，幼

児を捉える視野を広げることができた。 

 

・ 幼児の実情を捉えるためには，かかわる 

人数や内容など，様々な遊びの状況について

判断することが必要であった。 

イ 他の教師が判断した項目の分析 

 他の教師は，保育後のカンファレンスにおい

て，幼児の言動（ビデオ記録）を見ながら，「『協

同性の枠組み』確認シート」（３頁表２）を用

いて判断した。 

分析では，抽出児Ａ児が気に入って繰り返し

取り組んでいたことから，「ままごと」につい

て判断した結果を，表９のようにまとめた。判

断結果は，教師によって異なっていたが，カン

ファレンスを重ねるにつれて，他者への欲求・

評価，気持ちの共有，共有性の着目が増えてい

る。このことから，全ての教師の抽出児Ａ児へ

の理解が徐々に深まり，共通した捉え方ができ

るようになっている様子がうかがえる。 

【考察】 

・ 項目の判断結果は，判断する教師の立場

や保育経験などによって違いがあった。し

表８ 「協同性の枠組み」確認シート 

  抽出児Ａ児の行った遊び（三宅作成分） 

表９ 「協同性の枠組み」確認シート 

   抽出児Ａ児の「ままごと」（全教師作成分） 

教
師
V

教
師
W

教
師
X

教
師
Y

教
師
Z

三
宅

教
師
V

教
師
W

教
師
X

教
師
Y

教
師
Z

三
宅

教
師
V

教
師
W

教
師
X

教
師
Y

教
師
Z

三
宅

教
師
V

教
師
W

教
師
X

教
師
Y

教
師
Z

三
宅

① 一人で遊んでいて周囲の幼児に関心を示さない

② 周囲の幼児の様子をぼんやりと眺める

③ 周囲の幼児の様子を注視する

① 周囲の幼児と同じことをする ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

② 周囲の幼児に触れる ● ● ● ● ●

③ 周囲の幼児に向けて言葉を発する ● ● ● ● ● ● ● ●

① 相手のいいなりになる

② 相手と対立すると，その場から離れる ● ●

③ 相手と対立すると，とりあえず謝る

① 相手を無視したり，自分を強く主張したりする

② 勝手に遊びに加わったり，抜けたりする ● ●

③ 相手に強制して何かやらせる

① 事実を伝えようとする ● ● ● ●

② 自分の思いを伝えようとする ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③ 相手の話を聞こうとする ● ● ●

① 交換条件や妥協案を出して課題を解決する ●

② 相手と一緒に力を合わせて課題を達成する ●

① 他の幼児と仲良くしようとする ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

② 他の幼児に勝とうとする

③ 他の幼児に認められようとする ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

④ 他の幼児のよさを認めようとする ●

① ポジティブな気持ち（楽しい，嬉しい等）を共有する ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

② ネガティブな気持ち（嫌だ，不快等）を共有する

③ 気持ちの揺れ（迷い等）を共有する

① 友達の気持ちを理解する ● ● ●

② 友達を助けようとする ● ● ● ● ●

③ 友達を信頼する ● ● ●

④ 友達に感謝する

① 自分なりの遊びのイメージをもつ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

② 自分なりの遊びの目的や課題をもつ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③ 自分なりの遊びの楽しみ方がある ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

① 遊びのイメージを友達と共有する ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

② 遊びの目的や課題を友達と共有する ● ● ● ●

③ 遊びのルールを友達と共有する

① 遊びの中で友達と役割を分担する ● ●

② もっとおもしろくなるよう工夫する ● ● ● ● ● ●

③ 問題点に気付いて修正しようとする

④ 課題達成に向けて繰り返し取り組む ● ● ●

課
題
意
識
と
力
量

対話的行動

協調的行動

他者への欲求・評価

気持ちの共有

か
か
わ
り
行
動

対
人
意
識

他者への注意・関心

接近行動

同調・回避行動

一方的・対立的行動

援助性

　協同性の枠組み

ままごと１ ままごと２ ままごと３ ままごと４

個別性

発展性

共有性
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かし，判断した項目に基づき，各教師が捉

えた幼児の姿について語り合うことは，抽

出児を多面的に捉え，指導内容を共有する

ことに効果的であった。 

・ カンファレンスごとに「『協同性の枠組み』

確認シート」（３頁表２）を用いると，担任

以外の教師にも抽出児の育ちを捉える視点

が定まった。そして，保育場面においても，

教師間で共有した視点に考慮した援助がで

きた。 

ウ 抽出児Ａ児の協同性の育ちの過程について

の分析 

全教師が９月と 12 月の検証保育において，

抽出児Ａ児について判断した項目について，

「幼児の協同性が育まれる過程と枠組み」（４

頁表３）を用いて整理した。図２で示すように，

自身も他の教師も「芽生え」を示す項目が多く， 

抽出児Ａ児の育ちの過程は，概ね，この段階を

示していると捉えた。 

全体を通して見ると，図２で示すように，12

月では，「維持（発展期）」と判断する項目が増

え，９月から 12 月にかけての抽出児の変容を

捉えることができた。 

【考察】 

・ 「幼児の協同性が育まれる過程と枠組み」

（４頁表３）を用いると，教師は，幼児の育

ちの過程を可視化することができ，教師は，

幼児の育ちの過程に応じた援助について考

えることができた。 

・ 「幼児の協同性が育まれる過程と枠組み」

（４頁表３）を用いて判断した項目につい

て，保育期間中の結果を比較することで，幼

児の変容について可視化することができた。 

 

幼児の協同性が育まれる過程と枠組み 

 

 

図２ 幼児の協同性が育まれる過程と枠組み ９月と 12月 抽出児Ａ児（全教師作成分） 

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

① 　 　 　 　 　 ① 　 　 　 　 　 ① 　 　 　
② 　 　 　 　 ② 　 ② 　
③ 　 　 　 　 ③ 　 　 　 　 　 ③ 　 　 　
① ① 　 　 　 　 　 ① 　 　 　 　
② ② 　 　 　 ② 　 　 　 　 　
③ ③ 　 　 　 　 　
① ① 　 ① 　 　 　
② ② 　 　 　 　 　 ② 　 　 　
③ ③ 　 　 　 　 　 ③ 　 　 　
④ ④ 　 　 　 　
① ① 　 ① 　 　 　
② ② 　 　 　 ② 　 　 　 　
③ ③ 　 　 　 　 　 ③ 　 　 　 　 　

④ 　

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目

① 　 　 　 　 　 ① 　 　 　 　 ① 　
② 　 　 　 　 　 ② 　 　 　 ② 　
③ 　 　 　 ③ 　 　 　 　 ③ 　 　
① ① 　 　 ① 　 　 　 　
② 　　 ② 　 　 　 ② 　 　
③ 　 ③ 　 　 　 　
① ① ① 　 　
② ② ② 　 　
③ ③ ③ 　 　 　
④ ④ 　 　 　 　 　
① ① ①

② ② ②

③ ③ ③

④

判断した教師の数0人 …
〃　　　１・２人 …
〃　　　３．４人 …
〃　　　５・６人 …

９
　
月

月

か

か

わ

り

行

動

か

か

わ

り

行

動

対

人

意

識

課
題
意

識

と

力

量

発展性

他者への欲求・評価
気持ちの共有

援助性

　協同性の枠組み

他者への注意・関心 同調・回避行動 対話的行動

接近行動 一方的・対立的行動
協調的行動

個別性

対

人

意

識
課
題
意

識

と

力

量
共有性

発展性

気持ちの共有

共有性

他者への注意・関心

個別性

　協同性の枠組み 　協同性の枠組み

　協同性の枠組み

援助性

　協同性の枠組み 　協同性の枠組み

協調的行動

対話的行動

接近行動

同調・回避行動

一方的・対立的行動

他者への欲求・評価

12
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見守る 

頻繁に移動し，周囲に気が散ってい

る様子なので，目的をもって遊べる

ように，Ａ児の思いを探る。しかし，

Ａ児の思いが分からず，援助は上手

くいかない。 

好きなキャラ

クターになっ

てままごとコ

ーナーにい

る。移動が多

く友達とのか

かわ りはな

い。○ａ 

製作コーナー

で空き箱製作

を始める。空き

箱とカップをテ

ープで止めて

いる。次にキャ

ラクターに使う

首輪を製作す

る。 

製作コーナー

から離れ，他の

遊びをしている

友達の言動を

注意する。まま

ごとに戻らな

い。○ｂ 

○ａ個別性③ 

自分なりの楽しみ方

はあるが，友達と共

有できていない。 

道具的支援①    

Ａ児の思いに

寄り添いなが

ら，ままごと

遊びの準備を

手伝う。 

一方的・対立的行動②   

受け入れてくれる相

手を求めているので，

遊びに加わったり抜

けたりしている。 

他者への欲求・評価③     

自分の製作物が受け止め

られることが必要だと感

じ移動している。友達に認

められようとしている。 

ままごと１ 

○ｂ一方的・対立的行動② 

色々な友達の言動が気

になり，勝手に遊び加わ

ったり抜けたりしている。 

情報的支援③     

友達がＡ児に関心を寄せるこ

とができるように，Ａ児のよさ

を周囲の友達に知らせる。 

情緒的支援①     

思っていることを

受け止めて，友達

への表出を促す。 

自

身

の

捉

え

と

援

助 

 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
捉
え
直
し
た
幼
児
の
姿
と
援
助
の
方
向
性 

抽 

出 

児 

の 

姿
（ 

下
線
―
注
目
し
た
姿
） 

 

図３ 抽出児Ａ児 「ままごと１」場面の分析 

 

捉え直し 

 ⑵ 「『協同性の枠組み』シート」，「幼児の協

同性が育まれる過程と枠組み」を用いると，

育ちの過程を踏まえた援助により，抽出児の

協同性の向上を図ることができたか。 

ア 抽出児の言動（ビデオ記録）による変容の

分析 

（ア） 「ままごと１」について 

抽出児Ａ児の変容については，抽出児Ａ児が

繰り返し取り組んでいたことから，「ままごと」

に着目し，図３のように変容をまとめた。上段

は，幼児の姿，中段は，自身の捉えと保育場面

で行った援助，下段は，保育後のカンファレン

スを通して捉え直した幼児の姿と援助の方向

性について述べている。 

「ままごと１」では，下線○ｂのように，抽出

児Ａ児には友達の言動に注意が向くと勝手に

遊びに加わったり抜けたりする一方的・対立的

行動②が見られた。このような姿から，抽出児

Ａ児に目的をもたせる援助が必要だと感じ，興

味・関心があることを探りながら援助を行った

が，十分な援助ができなかった。 

保育後のカンファレンスでは，抽出児A児の

様子について，教師 Y は，「自分を受け入れて

くれる人を探しているように見えた。」，教師W

は，「こうしたいという思いがある時に動き，

出入りしていた。」と述べた。これらのことか

ら，下線○ａを個別性③と捉えていたことについ

ては，自分のことを受け入れてくれる友達を求

めて遊びに加わったり抜けたりしている一方

的・対立的行動②に捉え直すことができた。関

連して，移動を繰り返していることについては，

友達に認められるために，自分の製作物が友達

に受け止められることを必要としている他者

への欲求・評価③と捉え直すことができた。 

このように，同じ項目を判断しても，教師に

よって捉えている背景は違い，そのいろいろな

背景を出し合うことで，一人では見えなかった

ことが見えてきた。そして，抽出児Ａ児の姿を

捉え直しながら，今後の援助の方向性について

考えていくことができた。 
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図４ 抽出児Ａ児 「ままごと２」場面の分析 

他者への欲求・評価③ 

友達に認められた

いが，自信がない。

製作物なら認めて

もらえると思って

いる。 
 

 

 

 

 

ままごと２ 

役割の希

望を友達に

伝える。友

達の指定し

た場所で遊

ぶ。 

しばらくす

ると遊びを

抜け て い

く。○ｃ  

製作コーナー

へ移動する。

「メガネ」を製

作○ｄ教師が形

の面白さに驚

くと，周囲に見

せようとする。

教師を仲立ち

にして友達に

見せて回る。 

「メガネ」を持

ち，ままごとに

戻る。役割の

変更を友達

に伝える○ｅと

受け入れられ

る。役割のイ

メージをもっ

て，遊び始め

る。 

 

情緒的支援①     

友達とつな

ぐために，Ａ

児の気持ち

に寄り添う。 

教師に自分

の役割のイメ

ージを話す。

友達と役にな

りきって話を

している。 

キッチンに移

動しエプロン

をつけようと

するが，他の

友達に先に

取られる。 

○ｅ気持ちの共

有①  

友達と共有で

きたので，嬉

しさを感じて

いる。 

対話的行動②    

自分から思

いを伝えよう

としている。 

情緒的支援②       

友達とイメー

ジを共有でき

た嬉しさを一

緒に共感する。 

見守る 

やり取りを見

守り，気持ち

が伝わらない

時には言葉を

添える。 

気持ちの共有①  

友達から製作物を

認められて嬉しさ

から自信を得た。友

達に働きかける意

欲になっている。 

○ｄ個別性① 

イメージを

もって製作

している。 

情緒的支援

②       

気持ちを探

り，相手との

やりとりを

つなぐ。 

○ｃ 個別性①②③ 

自分なりの楽し

み方はあるが，

友達とは違うの

で，その場から

離れている。 

対話的行動②③            

自分の思いを安

心して伝えてい

る。相手の話に

も関心を寄せて

いる。 

評価的支援①     

Ａ児が自身のよさに気

付けるように，Ａ児らし

い考えや思いを大切に

して接していく。 

情緒的支援①     

Ａ児が，友達の中でよさを発揮

できるように，気持ちを受け止

め，思いや言葉が伝わるように

仲立ちとなっていく。 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
捉
え
直
し
た
幼
児
の
姿
と
援
助
の
方
向
性 

自

身

の

捉

え

と

援

助 

 

 （イ） ままごと２について 

図４のように「ままごと２」では，抽出児Ａ

児には，友達が関心を寄せるように抽出児Ａ児

のよさを周囲に知らせていく情報的支援③や，

抽出児Ａ児の思っていることを受け止めて友

達への表出を促す情緒的支援①という「ままご

と１」で得られた援助の方向性を基に，保育を

行った。 

始めに，抽出児Ａ児は，友達に役割の希望を

伝えて遊び始めたが，下線○Ｃのように，しばら

くすると抜けてしまった。教師は，自分なりの

楽しみ方はあるが，友達とは違うのでその場から

離れている個別性①と判断し，気持ちに寄り沿う

情緒的支援①を行った。しかし，抽出児Ａ児は，

ままごとにいる友達に働きかけようとせず，製作コ

ーナーへ移動し，「メガネ」の製作を始めた。この

様子については，後のカンファレンスで，友達に

認められたいが自信がなく，製作物で認めてもら

おうとする他者への欲求・評価③と捉え直しをした。

その後，下線○ｄ のように抽出児Ａ児はイメージを

もって製作を始めた。この様子を教師は，個別性

①と捉え，メガネの形の面白さに驚くなどしてかか

わった。徐々に抽出児Ａ児は，「遠くも見えるぶん

だよ，メガネだよ。」と話し，メガネを友達に見せよ

うとした。教師が仲立ちとなって友達とのやりとりを

支えると，抽出児Ａ児はメガネを持ってままごとコ

ーナーに戻り，下線○ｅ のように友達に声をかけ，

始めの目的であったままごとに再び参加しようとし

た。さらに，抽出児Ａ児は，「私ね，人間になった，

猫じゃないよ，ピカチュウもやめた。」と役割変更

を友達に申し出て，そのことを教師に知らせに来

た。抽出児Ａ児は，教師に支えられながら思いが

実現でき，相手に受け入れてもらえた嬉しさから，

自己表出する自信をもったと思われる。 

このように，カンファレンスで捉え直した抽

出児A児の姿を基に，育てたい側面を意識した

援助を保育場面で心掛けていくことができた。

そして，抽出児Ａ児の心の動きや他者とかかわ

る姿を通して，必要な援助を判断できたことに

より抽出児の意識や行動を引き出すことがで

きた。 

 

抽
出
児
の
姿
（
太
字
…
変
容 

下
線
―
注
目
し
た
姿
） 

捉え直し 
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自分から一

緒に遊びた

い友達を誘

う。すぐにエ

プロンを持

ち，友達に

役割を尋ね

る。○ｆ  

友達のエプ

ロン付けを

助ける。自

分のエプロ

ン付けは上

手くいかな

い。教師に

手伝いを求 

める。 

前日の遊び

で楽しかっ

た経験を友

達と再現す

る。○ｇ使い

たい道具に

ついて友達

に 主 張す

る。 

他の友達の

製作物を見

ると，ままご

とを抜ける。 

製作コーナ

ーで，友達

の作品を真

似て製作を

する。「作る

のを忘れて

いた 」 と話

す。 

 

 

個別性①②③ 

イメージをも

ち，自分なり

に楽しもうと

している。 

他者への欲求・評価③ 

かかわりに製作物が

ないと認められない

と思い不安になる。 

 

○ｆ 対話的行動②    

したいことを相手

に伝えようとして

いる。 

○ｇ共有性① 

楽しかった遊

びを友達と共

有しようとして

いる。 

情報的支援②       

製作をしたこと

が理解でできず，

理由を尋ねる。本

心は分からない。 

情緒的支援③       

一方的な働きかけの

時には，教師の気付き

を伝え，必要なかかわ

りを気付かせていく。 

 

対話的行動②              

思いを伝えて

いるが，思い

の表出は，場

面によって差

がある。 

他者への欲求・評価③     

友達に認められるた

めには，製作物が必要

だと思っている。「い

いな」と思った素直な

気持ちも出せずにい

る。 

気持ちの共有①     

楽しい気持ちを

共有しようとし

ているが，発展の

させ方が分から

ずにいる。 

情緒的支援①     

Ａ児の思いに寄り添

い，夢中になって遊べ

るように支える。 

ままごと３ 

情緒的支援③     

教師の気持ちを伝え，素直に言

葉や行動で表し，相手に分かる

ように伝えることを促す。 

ままごと４ 

 

木の周りで

遊んでいた

友達の様子

を見て，「こ

こで回った

ら」と木の周

りを階段に

見立てて○ｈ

歩いたり，木

の皮を集め

たりなど，同

じようにやっ

てみる。 

 

木の周りが

家のイメー

ジで友達と

徐々につな

が っ て い

く。やがて，

「あった」と

同じ木の皮

を友達と集

める。 

「フライパンに

入れて，こっ

ちだよ」という

友達の提案を

受け入れる。

木の根を石で

深く掘り，集め

た木の皮，木

の葉を入れ

る。 

友達 と イ メ

ージを共有

して，「シチ

ュー」を作

る。○ｉ 持っ

てきた木の

イ メ ー ジに

つ い て 「 お

玉にする」と

話し，シチュ

ー を 混 ぜ

る。 

○ｉ対話的行動②③  

自分の思いを伝え，

相手の思っているこ

とを聞こうとしてい

る。 

共有性①② 

相手のイメー

ジが分かり，

相手と共有し

ている。 

○ｈ 個別性①②③ 

自分なりに遊び

のイメージをも

ち，楽しもうとし

ている。 

評価的支援①   

工夫点を誉め，

見付けたものや

発想のよさを価

値付ける。 

情緒的支援②    

発想の面白さ

やイメージに

共感し，言葉に

して伝える。 

情報的支援②   

互いの意図や

目的，手段を確

認し，共有でき

るようにする。 

共有性① 

同じペースで遊

んだり，話をし

たりできる友達

なので，イメー

ジを共有できて

いる。 

他者への欲求・評価① 

遊びが友達と徐々につ

ながり，一緒に遊ぶ楽

しさを感じている。自

然な関係性を築いてい

る。 

気持ちの共有① 

楽しい，面白い

と思っている

ことを友達と

共有しようと

している。き 

図５ 抽出児Ａ児 「ままごと３」「ままごと４」場面の分析 

道具的支援①     

夢中になって遊べる友達関係や

環境であるかを確かめ，心地良さ

を味わえる雰囲気をつくる。 

情報的支援③     

一緒にいる友達にも働き

かけて，Ａ児が自己表出し

たくなる雰囲気をつくる。 

情緒的支援①     

前日の様子に沿っ

てＡ児の気持ちを

受け止め，友達とつ

なぐための言葉を

添える。 

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
捉
え
直
し
た
幼
児
の
姿
と
援
助
の
方
向
性 

自
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の
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（ウ） ままごと３，４について 

（ア）（イ）のような援助の工夫により，11 頁図５

の「ままごと３」下線○ｆに示すように，抽出児

A児には，自分のしたいことを相手に伝えよう

とする対話的行動②が見られた。さらに，下線

○ｇのように，楽しかった遊びを友達と共有しよ

うとする共有性①が見られた。しかし，共有性

については，教師Ｙは「どうすると遊びが楽し

くなるかが分からないのでは。」と話し，友達

と気持ちの共有はできているが，一緒に遊びそ

のものを楽しむことができていないと示唆し

た。このことから，素直に言葉や行動で表し，

相手に伝えることを促す情緒的支援③が抽出

児Ａ児に応じた援助だと気付いた。 

このように抽出児Ａ児の育ちの過程を踏ま

えた援助を続けていくと，11頁図５の「ままご

と４」では，下線○ｈのように，木の周囲を家の

階段に見立てて遊ぼうとする様子があり，自分

なりの遊びのイメージをもち楽しもうとする

個別性①②③が頻繁に見られた。その姿に教師

は，抽出児Ａ児の発想の面白さやイメージに共

感し，言葉で伝える情緒的支援②を行った。す

ると，下線○ⅰのように，集めた木の皮を「シチ

ュー」にして，そのイメージを次第に友達と共

有していく共有性①②が表れた。さらに教師が，

互いの意図や目的などの確認をし，友達と共有

し続けるために，情報的支援②をすると，「（木

の枝を）お玉にする。」と自分の思いを伝え，

その後も相手の思っていることを聞こうとす

る対話的行動②③が見られた。他の教師の「ま

まごと４」の判断は，他者への欲求・評価①，

気持ちの共有①，共有性①，発展性②が多く，

援助の方向性では，判断できた項目をより育ん

でいくための援助について考えていった。  

また，「ままごと４」では，抽出児Ａ児の発

想の面白さやイメージに共感し，言葉にして伝

える情緒的支援②，抽出児Ａ児が見付けたもの

や発想のよさを価値付けたりする評価的支援

①のように，保育場面で抽出児A児に適した捉

えや援助ができ，そのことで，抽出児Ａ児は友

達と一緒に共通の目的を見いだし，工夫して遊

ぶことができた。 

イ 「幼児の協同性が育まれる過程と枠組み」

（４頁表３）を用いた分析 

図６のように，「幼児の協同性が育まれる過

程と枠組み」（４頁表３）を用いて７頁表９を

整理した。抽出児Ａ児は，「ままごと」を重ね

るごとに，友達と調和の取れたかかわりをもて

るようになり，かかわり行動では，同調・回避

行動②，一方的・対立的行動②と入れ替わるよ

図６ 幼児の協同性が育まれる過程と枠組み 抽出児 A児 「ままごと」場面（全教師作成分） 

幼児の協同性が育まれる過程と枠組み 
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うに，対話的行動①②③が表れてきている。そ

して，課題意識と力量では，発展性の項目が増

え，維持（発展期）に向かおうとしていると捉

えることができた。 

このように，「幼児の協同性が育まれる過程

と枠組み」を用いて整理することにより，抽出

児Ａ児の協同性の育ちの過程について可視化

することができた。 

【考察】 

・ 「『協同性の枠組み』確認シート」，「幼児

の協同性が育まれる過程と枠組み」により，

抽出児の経験から，どの段階にあり，どのよ

うなかかわり行動や意識が見られるのかと

いう抽出児の協同性の育ちの過程を捉える

ことができた。そうすると，育ちの過程を踏

まえた援助を行うことができた。このよう

に，「『協同性の枠組み』確認シート」，「幼児

の協同性が育まれる過程と枠組み」を活用す

ると，育ちの過程に沿って協同性を向上させ

ていくことができた。 

・ 教師が幼児の行動の意図について理解でき

たことで，抽出児の見方が変わり，実際の保

育場面においても，抽出児に応じた適切な援

助やタイミングの判断ができた。そして，抽

出児の協同性の向上につなげることができ

た。 

 

    Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果  

 

⑴ 幼児の協同性の向上を図ることについて 

 これまでも自身が幼児を捉える際には，総合

的に捉えるように心掛けてきたが，実際は，幼

児の課題に注視する傾向があった。しかし，本

研究においては，「『協同性の枠組み』確認シー

ト」（３頁表２），「幼児の協同性が育まれる過

程と枠組み」（４頁表３）を用いたことで，抽

出児に対する先入観を外し，どの行動や意識が

育っていないのか，どの段階にあるのかという

ことについて客観的に捉えることができた。そ

して，抽出児の協同性の向上を図るために必要

な経験を重ねていくことで，抽出児の協同性の

育ちの過程に変容が見られた。このように，育

ちの過程について総合的に捉えることで，協同

性が育まれる過程を認識した保育の展開がで

き，抽出児の協同性を段階的に向上させていく

ことができた。 

⑵ 教師の適切な援助について 

 本研究のカンファレンスにおいて，「『協同性

の枠組み』確認シート」（３頁表２），「幼児の

協同性が育まれる過程と枠組み」（４頁表３）

を用いて保育の振り返りを行うことで，幼児を

多面的に捉え，幼児に応じた援助について考え

続けることができた。そのことにより，幼児の

育ちの過程に応じ，遊びをより楽しんだり，発

展したりできるような援助ができた。また，立

場や保育経験が異なる教師間においても，それ

ぞれの視点から幼児のことを語り合うことが

でき，幼児の協同性の育ちの過程を共有するこ

とや，育ちに応じた援助の検討ができた。 

 

２ 課題 

 本研究では，抽出児について検証を行い，育

ちの過程を総合的に捉えることができた。今後

は，「『協同性の枠組み』確認シート」（３頁表

２），「幼児の協同性が育まれる過程と枠組み」

（４頁表３）を抽出児のみならず，他の幼児の

協同性を捉えるためにも活用し，汎用性のある

ものにしていきたい。 

また，本研究の検証保育において，抽出児の

育ちの過程を踏まえた教師の援助と，幼児の協

同性の向上を図ることは，表裏一体であること

を再認識した。「『協同性の枠組み』確認シート」

（３頁表２），「幼児の協同性が育まれる過程と

枠組み」（４頁表３）の教師の援助についても，

細かく分かるように改善を図っていきたい。 
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